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1 はじめに

正規母集団の下での標本相関係数の正確な密度は，Fisher (1915)，Hotelling (1953)によって，各々無限級数形の違
う表現系で求められている．それらをゼロ化する微分方程式系を考えると当然ながら同じであり，微分方程式の解と
しては同一であることが分かる．本発表では，密度をゼロ化するイデアルを考え，グレブナ基底を求めることにより，
ホロノミックランクが２であることを示す．ホロノミック勾配法でしばしば問題となる初期値問題に対しても，正確
な初期値を求められることを示し，密度関数や分布関数が高精度で数値計算できることを述べる．さらに，標本相関
係数のように密度がスカラー変数の超幾何関数で表現できる分布では，パーセント点を求めるための分位関数も微分
方程式から高精度で数値計算できること紹介する．

2 標本相関係数の密度関数のホロノミック性

母相関係数 ρ の 2 変量正規分布から独立に取られた N 個の標本から得られる標本相関係数 r の密度は，
Hotelling(1953)によって，
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密度関数 f(r, ρ) をゼロ化する微分作用素として，
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を取ることができて，hjf(r, ρ) = 0 (j = 1, 2, 3) を満たす．密度関数 f(r, ρ) をゼロ化する h1, h2, h3 によって，こ
れらで生成される R2 = C(r, ρ) 〈∂1, ∂2〉 の左イデアル If を

If := 〈h1, h2, h3〉

とする．また，次数付辞書式の順序を ∂1 < ∂2 となる項順序の下で，次の定理が成り立つ．

定理 1. 1. If = 〈h1, h2〉 = 〈h1, h3〉 = 〈h2, h3〉 が成立する．つまり，hi ∈ 〈hj , hk〉 (1 ≤ i ̸= j ̸= k ≤ 3)．
2. If は R2 のゼロ次元イデアルである．
3. {h1, h3} は If のグレブナ基底である．
4. R2/If はベクトル空間として，{1, ∂1} の基底をもち，したがってホロノミックランクは 2 である．
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